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概要 

Abstract 

 

地球環境問題（たとえば、温暖化、気候変動、化学物質汚染など）の

根本的な原因は、産業革命以降、人類が化石燃料のエネルギーを利

用するようになり、現在のような快適で安全な生活を実現させたこ

とにあります。また、現代社会の人類が直面する健康／保健問題（非

感染性疾患の増加、新興／再興感染症の流行、高齢化、少子化な

ど）の根本的な原因は、医学が発達したことにより長寿化が達成さ

れたことにあります。現代社会の大問題と人類の望み（快適・安全な

社会で長生きしたい）は不可分な関係にあり、人類が現在の生活ス

タイルを維持する限り、地球環境問題及び現代社会の健康／保健問

題は解決不可能という結論になりそうです。このような一見、荒唐

無稽にみえる主張にはどの程度の蓋然性があるのでしょうか。講義

ではこの点について皆さんと議論したいと思います。 
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